
サテライトオフィス誘致の
取組について

福井県鯖江市



・面積 ：84.59km2 （県内で2番目に狭い）

・人口 ：69,400人 （令和4年1月1日現在）

・人口密度：820.4人/km2（県下ダントツNo1）

・眼鏡、繊維、漆器 三大地場産業に特化したものづくり産業のまち

・鯖江モデル（学生連携、市民主役、オープンデータ、女性活躍）で注目されている

鯖江市について



鯖江市空き家利活用マッチングプロジェクトに対して企業版ふるさと納税を募集
（平成28年度～平成32年度）

空き家利活用マッチングプロジェクト

地域再生計画名 鯖江市空き家利活用マッチングプロジェクト

事業内容 ①空き家の利活用方法を所有者に提案

②IT企業等に空き家の利活用方法について情報提供

③サテライトオフィス、厚生施設、一時居住施設などとして
空き家の利活用を申し出た企業・個人等が
使用目的に合致するように行う改修工事に対して補助

空き家 所有者
（市内に空き家を所有）

空き家 活用者
（企業、団体(NPO等)、個人）

鯖江市 都市部の協力企業等

利活用方法のマッチング

仲介

企業の紹介

・空き家の情報提供
・鯖江市の情報提供

・利活用の提案、助言

宅建協会・建築士会
連携



サテライトオフィス誘致事業

空き家・空き室を活用したサテライトオフィス誘致事業を展開。
総務省「お試しサテライトオフィスモデル事業（平成28年度）」の提案募集では、

北陸３県では鯖江市のみ（全国では10県市町）の提案が採択。

IT等の都市部企業 × 鯖江のものづくり ⇒ 新価値創造

鯖江ものづくりワーケーション
ワーケーションと、眼鏡・繊維・漆器を中心とする世界に誇るものづくりのまち

を掛け合わせることで、新たなワーケーションモデルの創出を目指す。

鯖江市内のサテライトオフィス７社

「空き家改修補助金」を活用して
サテライトオフィスを開設

４社


